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「
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
の
甲
子
園
」

と
も
言
わ
れ
る
高
等
学
校
ロ

ボ
ッ
ト
競
技
大
会
。
11
月
９
日

に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
に
は
、
各
県
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
１
２
８
チ
ー
ム
が
集

結
す
る
。
宮
崎
県
予
選
で
１
・

２
位
を
獲
得
し
、
全
国
に
出
場

す
る
の
が
、
小
林
秀
峰
高
校
・

機
械
部
の
２
チ
ー
ム
。
秀
峰
・

機
械
部
は
、
小
林
工
業
時
代
か

ら
全
国
大
会
の
常
連
と
し
て
そ

の
名
を
馳
せ
て
き
た
。
優
勝
こ

そ
逃
し
て
い
る
が
、
上
位
入
賞

を
何
度
も
経
験
。
秀
峰
・
機
械

部
が
作
る
ロ
ボ
ッ
ト
は
他
校
か

ら
も
人
気
が
あ
り
、
全
国
大
会

の
会
場
で
は
、
開
封
さ
れ
た
時

点
で
撮
影
が
始
ま
る
程
だ
。

　

昨
年
は
２
年
生
中
心
の
チ
ー

ム
な
が
ら
、
全
国
大
会
の
予

選
、
準
決
勝
を
勝
ち
進
み
、
決

勝
に
進
出
。
１
４
３
チ
ー
ム
中

11
位
に
輝
い
た
。
し
か
し
部
室

と
違
う
会
場
の
環
境
に
対
応
し

き
れ
な
い
な
ど
、
悔
い
も
残
っ

た
。「
昨
年
の
雪
辱
を
晴
ら
し
、

今
年
は
絶
対
に
優
勝
す
る
」
と

話
す
の
は
、
菅す
が

晴は
る
き樹
く
ん
。
県

予
選
を
１
位
で
勝
ち
抜
い
た
ロ

ボ
ッ
ト
「
次じ
げ
ん元

」
の
操ド

ラ
イ
バ
ー

縦
者
だ
。

同
じ
く
県
予
選
２
位
で
全
国
に

行
く
「
飛ひ
よ
う鷹
」
操
縦
者
の
有あ

り
む
ら村

晃あ
き
らく
ん
と
菅
く
ん
は
、
保
育
園

の
と
き
か
ら
同
じ
学
校
に
通
う

同
級
生
。良
き
好ラ
イ
バ
ル

敵
手
と
し
て
、

操
縦
の
腕
を
競
っ
て
い
る
。
練

習
で
の
勝
敗
は
五
分
五
分
。「
県

予
選
で
は
負
け
た
け
ど
、
全
国

大
会
で
は
、
決
勝
で
晴
樹
に

勝
っ
て
優
勝
し
ま
す
」。
幼
少

期
か
ら
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
親

友
対
決
。
最
高
の
舞
台
で
の
実

現
に
期
待
が
か
か
る
。

　
「
最
高
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
員
」

と
「
次
元
」
チ
ー
ム
の
信
望
を

小林秀峰高校・機械部
目指せ頂点。全国高等学校ロボット競技大会に出場

チーム「秀峰次元」＿左上から横山靖弥くん（北西方）、

古
ふるかわ

川瑠
りゅうや

弥くん（えびの市真幸）、前
まえはら

原昂
こうへい

平くん（えびの市上江）、

左下から山
やました

下涼
りょうすけ

介くん（えびの市真幸）、菅晴樹くん（堤）

チーム「秀峰飛鷹」＿左上から橋
はしもと

本瑞
みず き

樹くん（えびの市飯

野）、川
かわひら

平基
もと き

稀くん（都城市高崎）、左下から有村晃くん（堤）、

迫
さこだ

田裕
ゆう と

斗くん（えびの市真幸）

集
め
る
の
が
、
整
備
担
当
の

横よ
こ
や
ま山
靖せ

い
や弥
く
ん
。
２
年
生
の

と
き
に
、
宮
崎
県
の
高
校
生
初

と
な
る
「
技
能
検
定
試
験
普
通

旋
盤
2
級
」
に
合
格
し
た
こ
と

で
も
世
間
を
沸
か
せ
た
逸
材
。

「
決
め
ら
れ
た
仕
事
は
完
璧
に

こ
な
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
員
と

し
て
完
璧
な
存
在
」
と
仲
間
か

ら
の
信
望
は
厚
い
。

　

そ
ん
な
個
性
豊
か
な
機
械

部
を
支
え
る
の
が
、
顧
問
の

串く
し
き
の

木
野
健け

ん
じ二
先
生
。「
機
械
部

は
も
の
づ
く
り
の
場
で
も
あ

り
、“
ひ
と
づ
く
り
”
で
も
あ

り
ま
す
。
部
活
の
経
験
が
生
徒

の
自
信
、
探
究
心
や
夢
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
挑

む
高
校
最
後
の
大
会
。
悔
い
が

残
ら
な
い
よ
う
全
力
で
ぶ
つ

か
っ
て
き
て
ほ
し
い
。
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●「次元」の操縦担当●機械部がきっ
かけ。部活で競技用ロボットを扱う
うちに興味を持った。●深海など人
がいけない場所に行くロボットの研
究がしたい。

●「飛鷹」の操縦担当●小さいころ
に見たテレビ、映画やプラモデルで
憧れて。●災害現場など人が入れな
いところで、人と同じような活動が
できるロボットを作りたい。

●「次元」の整備担当●旋盤を学ぶ
うちに、ものづくりの楽しさを知っ
た。●機械には全ての部分・部品に
人の思いが詰まっている。そんな開
発現場で働きたい。

●チームと担当●ロボット・機械に魅かれたきっかけ●将来の夢市出身の部員紹介

菅
すが

晴
はる き

樹くん（機械科３年） 有
ありむら

村晃
あきら

くん（機械科３年） 横
よこやま

山靖
せい や

弥くん（機械科３年）
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ゴールに打ち合うルール。競技に参加できるのは、操縦者と補助の２人。２練習
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